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こitからの高齢化社会に向け｢知って得する介護術｣を学びました。
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第
四
十
七
回
女
性
部
通
常
総
会
が
一
一
一
月
二
十
二
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
農
協

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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年
産
４
畜

Ｉ
 の引き下げ）

格､Ｉ 鵜対

政
府
は
一
一
一
月
十
七
日
、
平
成
十
二
年
度
の
加
エ
原
料
乳
保
証
価
格
や
関
連
対
策
を
決
定

し
ま
し
た
。
今
回
の
決
定
は
現
行
不
足
払
い
制
度
の
中
で
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
二
○
○

一
年
度
か
ら
は
新
た
な
交
付
金
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

加
エ
原
料
乳
保
証
価
格
は
一
零
口
当
た
り
七
十
一
一
円
十
一
一
一
銭
と
な
り
、
現
行
価
格
よ
り
一

円
一
一
十
三
銭
引
き
下
げ
ら
れ
、
四
年
連
続
の
下
落
と
な
り
ま
し
た
。
限
度
数
量
に
つ
い
て

は
前
年
同
様
二
百
四
十
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

保
証
乳
価
引
き
下
げ
の
要
因
と
し
て
、
環
境
整
備
、
ヘ
ル
パ
ー
加
算
分
（
一
円
三
銭
）

を
乳
価
本
体
か
ら
分
離
、
飼
料
価
格
の
低
下
、
労
賃
単
価
の
低
下
、
副
産
物
価
格
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
切
り
離
し
た
一
円
三
銭
に
新
た
に
五
十
四
銭
を
加
算
し
関

連
対
策
を
拡
充
す
る
こ
と
か
ら
、
下
げ
幅
を
上
回
る
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
土
地
利
用
型
酪
農
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
律
四
千
円
（
北
海
道
）

が
上
乗
せ
に
な
り
、
Ａ
ラ
ン
ク
農
家
は
一
頭
当
た
り
一
万
七
千
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
ｎ
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
の
概
要

Ｉ
「
新
た
な
酪
農
・
乳
業
対
策
大
綱
」
実
現
の
た
め
の

牛
乳
・
乳
製
品
関
連
対
策

つ
い
て
、
生
産
薪
等
へ
の
蒋
及
・
啓
発
を

行
な
う
と
と
も
に
、
指
定
化
乳
化
産
者
団

体
の
再
編
終
備
等
広
域
化
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
生
乳
共
販
体
制
の
強
化
を
図
る
。

口
広
域
指
定
生
乳
生
産
者
剛
体
の
需
給
調

擢
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
全
阿
し
べ

Ｈ
加
工
原
料
乳
等
の
制
度
改
革
の
内
容
等
に

｜
、
市
場
実
勢
を
反
映
し
た
適
正
な
価
格

形
成
の
実
現
及
び
酪
農
経
営
の
安
定

の
確
保
並
び
に
生
乳
の
流
通
対
策

（
約
四
十
八
億
円
）

鈩已、 の
需
給
調
整
等
生
乳
受
託
販
売
シ
ス
テ

ー

ム
の
確
立
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
産

ル
で
の
加
工
原
料
乳
及
び
市
乳
全
体
で

満
団
体
が
行
な
う
余
剰
生
乳
の
効
率
的

な
処
理
等
に
対
し
助
成
を
行
な
う
。

二
乳
業
対
策
（
地
域
の
実
態
に
即
し
た

乳
業
の
再
編
・
合
理
化
）

（
約
五
十
三
億
円
）

乳
業
の
集
約
化
に
よ
る
効
率
的
な
乳
業

施
設
及
び
環
境
・
衛
生
問
題
へ
の
対
応
、

斬
製
砧
の
開
発
等
に
配
臆
し
た
雌
新
鋭
の

乳
業
施
設
の
終
備
等
を
推
進
す
る
乳
業
再

編
幣
備
等
対
策
乖
業
を
適
切
に
実
施
す
る
。

三
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
流
通
・
消
費
対
策

（
約
四
十
五
億
円
）

日
国
産
の
牛
乳
類
の
消
撹
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
パ
タ
ー
を
中
心
と
し
た
乳
製
品

ｒ､氏

旧
帝
瀧
環
境
洲
題
に
適
切
に
対
応
し
得
ろ

肺
開
発
等
新
た
な
消
敷
拡
大
手
法
の
Ⅲ

苑
搾
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。

口
兄
瓶
・
化
徒
の
体
位
・
体
力
の
向
上
と

牛
乳
飲
用
脅
悩
の
定
若
擦
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
へ
の
良
厩
な
小
乳
の
什
阿
的

な
供
給
に
対
し
、
奨
励
緋
祇
を
識
ず
る
。

四
、
当
面
の
措
置
（
約
百
九
十
二
億
円
）

国
化
ク
リ
ー
ム
等
の
化
瀧
振
興
を
脚
叺

口
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
川
拡
人
の
た
め
、

蝋Ｊｌｌｌ
等知の「I1il1乳、
で,を変しぴＩＭｉ生
の図動た悩用乳
牛る等梢ん醤１１使
乳ほにｉＨｔで谷川
のか関拡いの拡
集、す入る表入
団幼る、地示キ
飲碓正生域のャ
１１１［剰し乳・椎ン

願

川
産
生
ク
リ
ー
ム
塚
向
け
化
乳
の
濡
喫

鵬
を常
行に
な対

ｉＬ 

ｉ 
数
に

応
じ

施
し
て
い
る
生
瀧
者
を
支
援
す
る
た
め

ｌ
 

の
対
策
を
光
笈
す
る
。

拡
大
の
た
め
の
助
成
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
国
雌
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
化
産

振
興
を
脚
る
た
め
、
チ
ー
ズ
原
料
乳
の

生
産
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
国
産
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
１
ズ
の
新
製
品
開
発
及
び

知
識
の
蝶
及
の
た
め
の
助
成
を
行
な
う
。

飼
料
坐
盤
に
立
脚
し
た
酪
農
経
営
を
実

の
促
進
、
バ
タ
ー
を
素
材
と
す
る
新
型
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ンいｉｌｌｊｌｍｌい地合た期た望蜂研風へる経
ト酪を時て辮皿め的め講備修就約生営
ラ幾ＭⅡ}ｌのの的、展の等をの農百産体
ｸ総ﾘの調遮か法望｝冊の図リミを五性･
タ憐、軽汽ｌｌｉつ人に誰デる施促億の祖
１のＩ｡)減・配体化立を１と、進円高い
へ実と及検識系・つ識タと１１「す￣い手
倣,iI現りぴ討及的Iill1たずべも修る酪対
料をあＩ！『ｌをぴな業地る１に受た農策
化|則る年行述１ｋ化域･ス、けの経へ
｢暖る｛ｋ抑を燃宅等酪化析人、営ゆ
受た艦束う〃、を農を脱れ経のと
純め性｜]：。法帯迦発行就作衡確り
机、ののに合じ腿な農制作立あ

川
新
た
に
錐
左
す
る
酪
肉
離
水
方
針
等
に

Ⅱ
そ
の
他
対
策

㈹

jli獺撫
をる」１１.産を耀
適た息の図経
切めに入る鴬
Iこの災宗･体
実酪約をの
施農し行施
す経、成，没
る憐化す鞭
・体産べの
緊肺き幣
忽造酪Ｍｉ
対を鰹、

行
な
う
と
と
も
に
、
酪
肉
鎚
水
方
針
等

i）利気迎
$llll1・満
みのｒｌｆの
にＩＩＩｉＩｉｋ安
対瀞に定
す化際、
るのLiWf
jDjたて膿
収めの経
をの酪憐
行Ｈ腱従
なｉミヘイＴ
う的ル滑
・なパの
奴｜摘

識
）
の
行
成
、
ヘ
ル
パ
ー
奨
旦
の
鍵
成

の
経
憐
に
関
す
る
指
標
を
実
践
す
る
毛

つ
い
て
生
産
哲
等
へ
の
普
及
・
杵
発
涛

・
噸
汕
以
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
川
組
合
の

二
、
畜
産
環
境
対
策
の
推
進

（
約
二
百
四
十
三
億
円
）

Ｈ
家
畜
排
せ
つ
物
の
不
適
切
な
符
理
愈

穣
み
、
蕊
搬
り
）
を
解
消
す
る
た
め
、

堆
肥
化
施
設
や
浄
化
処
理
施
設
罐
を
リ

灘灘
亡の援｣ＩＨな物を及す
家１'］及技う処笈びる
畜滑ぴ術た理施滞環

1iii雛騨
i没進を脈112つに辺い

不
可
食
物
擁
の
堆
肥
化
施
設
の
擬
備
辮

の
助
成
譜
樋
を
識
ず
る
。

’
一
一
、
自
給
飼
料
の
増
産
（
約
二
十
億
円
）

、
総
飼
料
の
生
躍
コ
ス
ト
の
低
減
や
肺

毎ｍ

シ良敏残ボ
ス厩料さイ
テ堆利のン
ム肥Ⅱ）飼ト
の化化科擁
モ施施化の
デ股設施終
ル等、識Ｍｉ
ｌｌ，資家、促
雛源蒜新進
lWi循排ｌｌｌ１ｉｌＩ
を環せｉ１ｆｉＶｉｉ
識〕『１つ紙、
ず祷物鰈食
る産ののIｌ１Ｉ１
ｎ 

進
す
る
た
め
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
協
瀧
会

進肥の
の散ｌｌＭ
た布催
め機、
の能堆
機強肥
械化の
。１件成
装Ｉｉｊｔ分
殻、分
、広析

iliii# 

－
ス
す
る
の
に
必
要
な
機
械
・
装
侭
群

さ
ら
に
、
特
別
指
導
チ
ー
ム
に
よ
る
帯

の
導
入
の
促
進
措
祇
を
拡
充
す
る
。

艘
備
、
化
製
製
品
係
符
施
投
の
幣
附
、

庇
の
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
（
飼
料
生
産
受
託
細
織
）
の
育
成

ま
た
、
堆
肥
利
用
と
上
づ
く
り
を
促

平成12年度ｶﾛｴ原料乳保証価格等総括表 リるる進な帆と娠なと
組たと、ま経飼も換施受
みめと広たHf料に等）Ｈ託
|このも域、仁を、をを業
対公に的公つ化粗促通務
す共、を尖い塵飼進じの
る牧Ⅱ利牧てし料すた充
助揚水川場助供４２る商爽
成辮唖体の成給塵ＩＭｒ位、
、を放''１リイI｝すす雑ｌｒｉ生堆
Ｉ１１ｉｒｉ牧の編るる盤を産肥
ＩＩｌｌ１１を確統・のの識単の
ｌ１ＩＩし椎保谷に拡ず地積
地た進をワ）必允るへ極
域ル（すIxl縦婆やとの的

１２イ１K度鮒liifltI奨琳減11年畷

72.13／klg【（△Ｌ23[Ｊ１／kg】保証価格 73.36／k９ 

ＦＴ 

62-5611]／k質 ６L831lI／k９（△().731'１／kg） 鵬池取ウｌｌｌＨｉ格

24()ﾉノトン（iljfFiiiI）限度数ｈｔ 240〃トン

931}'１／腿 91011]／k臼（▲2111］′k輿）パタ

安
定
指
標
価
格

13.090[】Ｌ'２５kｇ（liijイ'二｜｢il）脂粉乳 13.0901U／25kｇ １J 

8.2111'１／24.5kｇ 8,2111'’'24.5kｇ（Ｉｉｉｉｆｌ三１｢il）全脂加糖れん\し

7,33311]／25.5kｇ 7,3331'1／25.5kｇ（IiijfFlhl） 脱11：加糠ｵしん乳

商
能
力
の
雌
牛
か
ら
優
良
な
乳
川
後
継
小

に
お
け
る
低
投
入
型
畜
産
の
振
興
の
た

め
の
搬
搬
を
識
ず
る
。

四
、
家
畜
改
良
の
推
進
及
び
飼
養
管
理
技

術
の
高
度
化
（
約
九
億
円
）

化
乳
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
及
び
品
硬

の
向
化
を
図
る
た
め
、
雌
雄
の
産
み
分
け

技
術
の
実
用
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

（三）（。（）六給料J鼈五す
①２１/:１にめ肉労な優勝ぴｆｉｆｉｗＪ－をふ平、る

徴収たし肉億）'１対、）１１鋤う１９１の獲ＩｌｉｌＩｌｉ畜技利す成へ生奨
の益めた）|］ｌ'］’|：す向’'二'隆・低経豚の刈産術）|ｊま｜‐約産励
継性、場牛一経る川ノＩｚ減利営経臓策経のしIliリ１Jリー資金
統悠金谷肥営肋’卜産対の継営遮一営｜ドた度年億材の
に化同に台変成ヘムＬ策ｌｌｆ承のが敵対及効の度円斐交
必の及そ経定をル撚一換の体Ｈ１査策・率廃末一低付
要紐びの憐対行パの約壷’'１賃雌残筵的１１二を減を
な度lflI経の策な｜安Ｌ命ｉＮ強な枠杵左に１１対行
総に近街収一う訴定｝の化化人.を｜(Ｉ↑|:途策な
ｌＹ応府安益約・iIjl化億ｉｉＩ（をｉｉＬ家下進家いと等う
のじＩｌＬ定｜'|：＝のを｜lljmMぴ誘億め配、しの‘
負てｉＩｉをが両推似Ｉ￣嫌るに総｜リる什代た推
拠、位[又'懇二巡るをた後常一゜銅祷りj［進
嘘縫にる化+等た行め継及料ガiil堀

卵
の
採
取
、
雌
雄
判
別
桁
卯
の
移
植
に
対

の
化
醗
を
促
進
す
る
た
め
の
交
配
、
受
精

５ 

11年｜虹 １２イド度靴liljf1Z度琳減

保証価格 73.36／k９ 72.13／k９（△Ｌ23[１／k２ 

韮；に収ウlIlHi格 62.5611]／k９ 6L831lI／k９（△().731ﾘ／k２ 

限度数ｌｌｔ 240ﾉノトン 24()刀トン（lilj年ｉＩｉｌ

安定指標価格
バク

脱脂粉乳

全脂加塘れん\し

脱脂力Ⅱ糖ｵしん乳

9311'１／k９ 

13,0901']／25kｇ 

8.2111ﾘ／24.5kｇ 

7,3331リ／25.5kｇ

9101ﾘ／k９（▲211I!／k２ 

13,090[】1／25kｇ（liijイ'二’１１

8,2111'1／24.5kg(Ｉｉｉｉｆｌ三1,il

7,3331リ／25.5kｇ（IiIjfFliil）



今
時
の
決
定
は
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

酪
農
家
濡
さ
ん
に
と
っ
て
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

斯
然
、
組
織
に
お
い
て
も
将
来
を
占
う

ｆ
で
、
強
い
感
心
を
持
っ
て
望
ん
だ
迎
動

で
あ
り
ま
し
た
。
要
紫
と
し
て
は
、
価
格

政
策
と
し
て
雌
後
で
あ
る
こ
と
、
次
年
度

以
降
は
、
市
場
原
理
を
入
れ
た
所
締
政
莱

に
憐
摸
す
る
点
、
十
一
年
度
酪
磯
を
ぬ
ぐ
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■
●
●
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●
●
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●
●
●
●
●
ｂ
●
■
●
●
■
⑰
●
●
■
●
●
●
。
■
●
●
①
。
□
■
◆
●
●
●
●
●
、

二
○
○
○
年
乳
価
決
定
に
立
ち
合
っ
て

’'9 

①’'１挺②
成卜遮城鍵一脈行ＩｌＩｉ」ｉはる持格助Iilji肉肉紫減
十二切肉豚総な緒ノノ前二・低成約弊川忽を
.〈|ミに豚総徴う低Ｉリ年と拡落を仁１１１牛対行
ｲl包皮迎'1ﾐ徴の。藩をとと人l11ih実増祁の策な
度の憐産の安のlflillLに仁施頭に生，|ネう
の発す安安定穐liil様、ＡＩＩおすずつ産業|ＡＩ
ﾉ|(ｆｌｌる定だ対喚つ、蝶すけるるい拡を）Ⅱ
準唯二難を策にたチモるる･総て大笑牛
を；i｢ｉと金Ｉｘｌ一応場’卜和助繁ま鴬繁を施肥
」いIlliと造る約じ什II11i砿成殖た体殖１%'すデア
本格し成たしたに格にを雌、に雌るる経
とは、、！#め卜助おがつりi冬牛子吋牛た゜鴬
す、』'２業のＩﾉリ成い三い施の牛すをめ安
る１２成を地億をて卜てす純Ｉｉｌｉる計、定ら

中
標
津
町
農
協
組
合
長
高
橋

る
環
境
が
良
い
状
況
で
経
過
し
た
点
左
Ｐ

（刊

燃綴ill;Ｗ凹瞥な蒋
向成進とす’卜スう及
上及す効るのト゜の
とびる率た‐化推
飼lluと的め＃！の進
徒行とな、の推等
符部も肥析．進に
ｌＭＩｉｌＩに行たス等A`｜
技に、技蓉ト～す
術お乳術繁りＩ約る

`：iM鰍篇ｌＨＭｌ
解′１２の粁術げノ（を
、瀧索化のを億行

Ｅ三F口

定
、
川
祁
の
化
膿
、
流
血
の
疫
定
、
レ
ス

職
じ
る
ほ
か
、
Ⅱ
水
瓶
角
穂
罐
地
〃
僻

ト
ラ
ン
浮
時
定
販
允
、
潅
血
活
励
の
父

卵だ
の販
活光
11］体
をilil］
怖の
進雛
す備
る、

た優
め良
の和
捲′lX
iifi受
を#,Jｉ

乳
川
棚
牛
肉
の
計
阿
的
な
災
出
荷
、
左

②
養
豚
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良
極

定
杵
、
育
種
安
源
の
確
保
、
術
化
祷

豚
の
導
入
促
進
、
人
虹
授
精
の
艸
及

理
の
向
化
、
優
良
な
稲
豚
の
確
保
、

勝
義

環み所政のとの樹統い交
境ま１ＭL策にしこはと沢き「沙
離しで的対てういの定雛げこ
術たはなし、しつ攻１１航興に

鰐11蝉1
111繼舞擁荊暫誌
鶏卿スボ、にて場くさ,礦を鱸の灘辨蠅

八

（）、

U：策：iIlillH
のの襟の
ｉｉＩｊ加の催
Hfエた備
拡・め、
人流の紺
対通播織
策・説的
一消をｒ
約賛識防
１拡ず機
上大る１Ｆ
億対・の

暖
に
対
す
る
助
成
を
行
な
う
。

七
、
家
畜
衛
生
・
畜
産
物
安
全
対
策

（
約
五
十
七
億
円
）

㈹
豚
コ
レ
ラ
撲
滅
の
一
環
と
し
て
ワ
ク

チ
ン
按
稲
中
止
後
の
阿
発
化
に
対
応

し
た
化
潅
潜
等
に
よ
る
、
主
的
な
丘

助
制
度
へ
の
支
援
緋
続
、
豚
コ
レ
ラ

頭
分
）
摺
枇
を
識
ず
る
。

ロ
ョ
１
不
病
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
洲

浄
化
、
家
涛
集
合
施
設
の
水
阿
椚
雅

行
剛
柵
の
二
年
川
に
限
り
常
時
、
〃

ク
チ
ン
の
備
梼
（
術
祷
斌
は
撲
滅
移

Ⅲ
水
堆
の
向
上
対
策
、
豚
コ
レ
ラ
ワ

ワ
ク
チ
ン
接
種
中
止
経
燐
の
衛
唯
符

み＝、

げご紀導る’１家作方しルムオＬ
、理にを所標こ紐的，(りた､,『、
乳解む鵬イメ・の谷なが･業二
ｌｉｌｉ、けわで，ｉＲ様貝要，八今、１７
のごてりす題な仁綱さ後継卜
総協人、のを決お、れに統億
括刀き』で掲定ｋ,］婆た向拡，】，
とを<Ａ、げをら随とけ光に
い節iiijili従、うせが判ての砿
たに進襟未収けし，Ⅱ断取対だ
しお｝'''’１ｋにりててししり策さ
ま願求が蝋組十いだて組がれ
すいま=しんニきいおむ灯る
゜Ｉi’す}てで年ま、リリ11｛たな
し様一ごま唆す酷．趣れど
」名、’'上指いば.,ｌｌｌＬ１Ｌ、ま折

糊ji1WMIL:llilR
iガヒ鍋,跳郷
:雛fSii1U＄Miii
ij施水｜A1場Ｗすい
な,没準処競$Ｍろた
うのの靴争，膿。＃「
・艦I蔚施力Ｍｉ腿
ＩｌＩｉい,没の対，ｌｉ１０ｊ
椎モの(iｌｉ策ｌＩｌｊ
進デILiljlLヘブビ
にル綱を約、

祈
脱
鰐
婆
Ⅲ
州
川
従
、
尚
船
荷
向
け

,ilU1lIiイ護．作活マ
代頭べにン成fjlノス
、でン閥ク、、〆
食のトすｌｉｉＹｉｌＹデ
|ノリ炎をるルＩＨＩﾋﾞｾﾞｲ
襟，水迦デ蝉稀軒ア
を鞭じｌのと向等
１１川'１１『たタ｜刑のけを
い報食の催交ポ１１１；
た提ｌノリ災、流ス川
１１１供Ｉｉｌｊ破食会タし
［の報、肉、’た
,1,1】フミ提各の科箙広
の態供極栄皿の搬

厨



平
成
肥
年
度
に
向
け
た

地
区
別
懇
談
会
を
終
え
て
◎

iui-wW二

瓢
Ｉ Ｌ■｣ 

轤
「

…
割

新
年
度
で
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一
一
一
月
十
、
十
一
、
十
一
一
一
日
の
日

程
で
、
地
区
別
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
 

０
回
二
５
恥
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醐

⑪
Ｐ
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夢

毎
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勵謬liiii1樗
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開鴎地区の懇談会

水リグ）
でに谷
の地Ⅱ}｝
農｜Ｘ、
協別筋
ＩＦ懇孟
業談俣
や会落
クを、
ミゾミＩＵｊ
力施竹
ンし地
の、臓
状｝を
況一Ｚ皮

総と［１１額破年えた対′１２こをる貯はたどま
体比｝上にし度まま,|『し産の｜]りる余、１ｉｈｏをた
で鮫-1,11お、にたすに、と１１｢蝋一，'１i''1【（収説新

Jil1醗蝿!｛
、に

騨灘閻織&瀞|鶚灘
i<ｔ１Ｉ刑鰄iii1無櫻織iMi釘緋菌

ニー

こイヤ奥
山Ⅱ}１１７
Ｘ、Hill
;Ｉ筋腫
魁Ｚで
淡俣は
会落」,ｔ
を、後
ノミＩｌｑに
施竹な
し地る
、区乳
｝をIllli
-Z皮交
)］切渉

てす乳」１’１１る在い確とたへこ」I§なにいま
illるのまのＡ方のよ係、なのの済新つったす

膣li}た１７蝿IiiliL意鯲l11ili豚そ鰹

騨織蕊ｈｉを雄へ１１１１

Hニヨ

が縦た分段なま域確総でし懇つやｌｕる
とし今・野潜り午しｉｉ：ljI（会あた縦そい、すた
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－－＝厨β且一．

迩雲臺諏４$痙毫富

乳量アップの秘密は､もう一口のサービス

北根室地区農業改良普及センター

乳
牛
が
健
康
で
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
飼
料
を

雌
大
鵬
に
摂
取
す
る
こ
と
で
す
。

優
れ
た
飼
料
設
計
を
行
な
い
、
い
ろ
い

ろ
な
飼
料
を
給
与
し
て
も
、
牛
が
給
与
さ

れ
た
飼
料
を
採
食
し
な
い
と
、
乳
最
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
「
食
べ
て
く
れ

る
」
条
件
を
滴
た
す
に
は
、
い
つ
で
も
新

鮮
な
エ
サ
が
牛
の
前
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

Ｈ
楽
に
食
べ
て
も
ら
う

牛
は
、
よ
り
多
く
の
エ
サ
を
孫
食
し
よ

う
と
す
る
岬
、
体
を
で
き
る
限
り
前
に
出

し
て
届
く
範
州
の
飼
料
を
食
べ
よ
う
と
し

ま
す
（
写
兵
）
。
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
な
ど
で

灯
が
制
限
さ
れ
る
と
採
食
範
附
が
狭
く
な

り
、
採
食
砒
の
減
少
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

一団

(写真１）

犬琳飼すやこで法lllllXlい態てを初すＴノノズ_す作施にＴは与仁め（=)討採
で加料牛。夜ノしき－こに￣きるでき壁にいⅢ線時・つljtl千Ｍ、と飼に』'二る食す食

鮭鯏闘はｉ：211i紙はtfWilil懸繊舵Ｍ澱鰍!'主にくるし

iill醗騨鰯{藤
をまで所に舎曾一

ＦＺＳＱ 

図２故意にエサよせした場合図１通論のエサよせ存した鳩合
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噌函2戸、

つ
み
誉
と
、

歌
の
上
手
な
元
気
っ
子

Ｉ 
１ 

－Ａ」再騒勤
正
Ⅲ
腸
地
区
中
本
信
幸
・
泉
穂
さ
ん
ご
犬
涯

】

．
…
鳥
鰊

■ 
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/詞●

艮
冊
貴
大
く
ん
三
歳
ヒ
ヵ
川
）

仁
か
ひ
易

瞬BM・臆
''@、』

陀
走
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⑪
画

陀
走
（

⑪
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はやく保育所に行きﾌﾟﾆいな 蝋作
が
グ
ン
と
近
づ
い
た
川
川
の
人
気
肘

７
か
ひ
ら

は
、
附
賜
地
豚
の
中
本
さ
ん
宅
の
血
以
人
く

り
ｌ
Ｃ

ん
で
す

此
人
く
ん
は
．
お
う
ち
で
一
番
の
工
気

印
だ
よ
。
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
Ⅱ
え
ん
坊
衣
所

多
ｌ
砧

，
。
あ
る
の
よ
」
と
繭
す
お
趾
さ
ん
の
泉
穂

さ
ん
。
そ
ん
な
典
人
く
ん
の
好
き
な
遊
び

は
、
つ
み
き
と
ミ
ニ
カ
ー
で
遊
ぶ
こ
と
な

ん
だ
っ
て
。
早
述
、
持
っ
て
き
て
く
れ
て

一
緒
に
あ
そ
ん
だ
よ
。
つ
み
き
を
持
っ
た

此
人
く
ん
は
「
屯
つ
く
る
の
１
」
つ
と
大

ハ
シ
ャ
ギ
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
つ
い
た
か

っ
こ
い
い
中
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
よ
。
う

れ
し
そ
う
に
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
吐
大
く
ん

は
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
。

も
う
一
つ
趾
人
く
ん
の
お
気
に
入
り
群

灘
に可

Ｆ１． 

（ 

ﾙｰ冤蕊

ＰＺ雪『
曰｜》 笛

つみ童滋びが大スキノ

ご
紹
介
し
ち
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
・
つ
ば
、

パ
ス
タ
オ
ル
ノ
な
ん
だ
よ
。
パ
ス
タ
オ
ル

は
此
人
く
ん
が
、
ね
む
く
な
っ
た
時
、
そ

し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
ご
気
脈
が
悪
く
な
っ
た

と
き
、
く
る
ま
る
ん
だ
っ
て
。
す
る
と
、

熾
大
く
ん
は
た
ち
ま
ち
元
気
に
な
る
ん
だ

卜
、も
う
一
つ
の
と
っ
て
お
き
は
、
モ
ー
ニ

ン
グ
娘
の
ビ
デ
オ
を
凡
て
歌
を
う
た
う
僻

な
ん
だ
よ
。
い
つ
も
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の

制
奈
ち
ゃ
ん
と
一
紺
に
秋
っ
て
る
み
た
い
。

此
人
く
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
欲
っ
て
く
れ

た
よ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
照
れ
な
が
ら
、
卜
張

に
歌
っ
て
く
れ
た
肚
人
く
ん
。

辻
人
く
ん
は
、
へ
‐
鉱
Ｉ
の
秋
か
ら
お
伽
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
保
育
所
に
皿
う
の
を
、
い

ま
か
ら
楽
し
み
に
し
て
る
ん
だ
っ
て
。
い

つ
ま
で
も
明
る
く
几
試
に
行
っ
て
ね
。

わが

人



暮
ら
し
の

花の苗づくり
に挑戦知

① 
■ 

北根室地区農業改良普及センター

画

"筬試

を
加
え
て
こ
～
｜
｝
｜
川
切
り
返
し
て
な
じ
ま
せ
て
か

ら
使
い
ま
す
。
（
図
ご

ｆ
蕊
が
附
き
、
水
菜
が
出
始
め
た
頃
、
｜
回
Ⅱ
の
移

櫨
を
し
ま
す
。
根
を
切
ら
な
い
よ
う
に
、
錆
や
プ
ラ
ン

タ
ー
に
二
～
凹
嵯
の
間
隔
で
杣
え
ま
す
。
植
え
終
わ

っ
た
ら
、
１
分
吸
水
し
て
と
を
落
ち
杵
か
せ
ま
す
。

二
Ⅲ
Ⅱ
の
移
械
は
、
水
菜
が
Ⅲ
～
肛
枚
で
そ
ろ
っ

た
頃
、
ポ
リ
鉢
ま
た
は
、
戸
外
の
フ
レ
ー
ム
な
ど
に

行
な
い
ま
す
。

血
根
性
の
花
（
ル
ピ
ナ
ス
、
け
し
、
ひ
ま
わ
り
、

ス
ィ
ト
ビ
し
け
い
と
う
、
Ⅱ
々
鞭
な
ど
）
は
、
移

樅
す
る
と
恢
端
に
他
行
が
悪
く
な
る
の
で
、
戒
掃
き

の
〃
が
失
敗
が
少
な
い
で
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
、
附
人
す
る
術
と
の
組
み
合
わ
せ
、
配

色
、
開
花
期
、
花
の
背
丈
な
ど
を
考
慮
し
、
佗
噸
の
デ

ザ
イ
ン
を
決
め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
（
炎
ら

表１育てやすい花の種類と特徴

極の発芽適温
大小（｡c）

種類 精 徴

マ'１－ゴールドｌｋｌ２[）蝦光Ｉ１ｉｉｉ勘2ⅡIllt3～41］上ﾉﾋでrｒ てや十
一団

サルビア’’２()－２５蝶)上(に捲琲Ⅱ１１M(約１２１１排Ｈ１ガス【ﾆﾘﾘL’

ヘチニニアｌ小２５蝋)上代ｿfjlHlllM(約10Ⅱlliiに鞘ぃ

アゲラタム〃２{）ｌｈｌＨ)上f［’>と煙に強い

パンジーｌＩｌＩｌ５～２０１ｌｂ}たｆｋ７－８｣IにI土iIli+ろと越冬しや十Ｌ

けいこう ,'２()－２５１蝋)ﾋﾞ''1；ブ趣２１i政8-1()l］砂Ｍ１二ｌＩｌｊぃ

アリ'ﾉサム小ｌ[)－１５１蝋光''1ﾐﾌﾞﾋﾞ〃Ⅱ餓１０－１５Ⅱ煙さに強Ｌ

インパチニンスｌ’ノュ()－２ｎｌｈｊＲ)lも'''1：ブ灘ｌ[歎約I(l【［ホウセンカ”hIIllI

<nｊＭＭ '’15-2()１１}た''1ｉブ溌Ⅱ致１０－[２１１１肺･桃.｡'〔”ﾄﾞや力

.；･螺)上f1i：)上があるヒブ餌:しにくい
Hjq光付;：；圏;(二光が必班

壼２

UMi期拓さｌ姪（約l0cIYI）「lUlIO（約20口11）商(３０cm以上】

早い ﾌﾟﾘﾑﾗＨ 
図１自家製育苗±の作り方（10OIL）

↓ ｱﾘｯﾘﾑデージー

ﾋﾞｵﾗ・ハ･ﾝｼﾞｰﾉｰｽﾎﾟｰⅡ ｐｎｐ 

ｱｹﾞﾗﾀﾉ， 

llJIll］ ﾍﾟチェアﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ
過りん腱石灰200ｑ↓ ｲﾝﾊﾟﾅｪﾝｽﾍ゛ｺﾆｱｾﾝﾊﾟﾘﾙﾋﾞ７

ｺｽﾓｽ 

土石灰２００
遅い ﾊﾎｯ〉

rlU11I{`MilWi式会Ⅱ壷1:l参Ⅱ111

ｌｎ 

種類
極②
大/I↑

発芽適温

(℃） 
特徴

マＩ)－ゴールド 2[） 蝿光髄碓馳lMlt3～△li］火ﾉtで７「てや-ﾄい

サルビア 2()－２５ 蝋>上↑に捲琲iiI1M(約１２１１排２１ガス【ﾆﾘﾘﾄ！

ベチニニア 2５ 蝋)上代ﾌﾞﾋﾞｶﾞ:l1lM(約10ⅡＩｉに鮴！

アゲラタム 2{） ljl)lbf上’>と蝿に強い

15～2(｝ ijL腿ft7-8IjにはiIIすると越冬しやす､’

け;､とう 2()－２５ 蝋)１６１''2/劇暑1i政８－i()l］｛’'１！['二11りい

アリッサム l[)－１ 蝋光|'|ミブ蘭１１M(ｌＯ－ｌ５Ｉｌ堆さに強い

ｲンパチェンス 2()－２５ lj)上''１|：ﾌﾞﾋﾞｷﾞ11飲約l(IIlrhウセンカのl1illIIl

術jl(('１１K 15-2(） l}た''1ｉブビ塒ⅡHt1O-I21：‘肺･Ｉｲﾋﾞ.｡'〔Ｗ&ﾄﾞやか

UMi期高さ 低（約l0cIYI）「lUlⅡ！（約20[211）斑(３０cm以上）

早い

ⅢJIlll 

↓ 

遅い

ﾌﾟﾘﾑﾗ隅

ｱﾘｯﾘﾑテ゛－グー

ﾋﾞｵﾗ・ハ･ﾝｼﾞｰﾉｰｽﾎﾟｰﾙ

ｱｸﾞﾗﾀﾑ 

ﾍﾟチエアﾏﾘｰｺﾞｰ･ﾙﾄﾞ

ｲﾝﾊﾟﾅｪﾝｽﾍ゛ｺﾆｱｾﾝﾊﾟﾘﾙピア

ﾊﾎ饅ﾀン

コスモス
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閻寧.ｊＡでトヨタの新車をご成約の方に.抽選でプレゼントⅢ

（珊賞
盈

泙
・
Ｉ
蚤

IHI！ １１０１国、
匠可

！ Ⅲ岸

■
 、
刃＝エテー学
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蔦薑ﾆｷﾞｉＩＫ』!L=露ﾄﾞｰﾃﾞ1giL

〈、一

画定■

lFt 

☆新車講入手続きをもちまして､自動的にﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄへの『申し込み』となりますのでご応募等の申し込みの必要はありません‘

☆当週の発表はJ剛llj終了後厳正なる抽逝の上､賞品の発送をもってかえさせていただきます｡(６月中旬）
灘賞品は現金とのお引き替えはできません｡ご了承下さい｡群し<は､お近くのjAにお問い合わせ下さい。
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寶疑応答で活発な
討議かされましだ。

Ｕ 
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⑪馬鈴しょ栽培講習会

】
■ 

－匁－－百
■ 

職１１１］はそ剤モ活の対｜‐れす充きの装感が１２初し艇'１１Ｊ
婿参を疫ののノ任発こ策分てる分取がの梁あか仁安よ’脇艇下

鑑識}鰯1識ｉた脇

Ｆ■、

ア

一』。１
帖

一望
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ｒ
●
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●
●
■

生
産
向
上
を
目
指
し
た
ポ
ッ
ト
づ
く
．
』
リ
。

●
て
ん
菜
育
苗
プ
ラ
ン
ト

て
ん
栄
育
蔚
プ
ラ
ン
ト
が
三
月
十
五
Ⅱ

か
ら
始
ま
り
、
途
中
、
埒
の
た
め
』
Ⅱ
休

業
し
ま
し
た
が
、
十
一
Ⅱ
間
の
稼
働
を
撫

頚
終
え
ま
し
た
。

〈
１
年
の
て
ん
菜
作
付
は
－
－
１
一
二
戸
で
、

約
而
六
十
態
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
肥
料
試
験
や
、
微
生
物
の
混
入
と

い
っ
た
生
産
向
上
を
Ｈ
指
し
た
ポ
ッ
ト
作

り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
頃
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
春
の
植

え
付
け
を
緋
ち
述
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

に会で,,|『のＩ;i1iの’１１１険に識
大を識きｉｊｊｆ７ｉさ作’'１草参て習て

;窯;H1翻鯛瞬
総流了調魔よた誠よつ－れこ産

辮臓騒繍鮎1Kを1,1協
鷲ぬぽ解ぞ繩’iL屯瞼
軒:潮趣臘wf辻ｆ1世

に鑪羅i澱蕊

ビ
ー
ト
の
生
産
に
大
き
な
期
待
。

Ｆ三F、

Ｖ 

鱸
」

■Ｕ 

①
て
ん
菜
振
興
会
栽
培
講
習
会鎧

Ｐ
 

〃
〃
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Ｉ
ｕ
 』》
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《

試
食
は
〃
お
い
し
い
〃
，
こ
好
評
”
／
・

●
第
３
回
な
か
し
く
つ
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
料
理
講
習
会

蝋． 麹

‐
Ｉ
 

Ｉ 

町■

!;（ 

=鍵 篝豈
一
玲
豊
二
一 鰈

￣ 率懸蝿“・

籍

｝
罠

鳥ﾆﾛIJWﾚﾍﾌﾐ

一
一
一
Ⅱ
．
ト
ー
Ⅱ
、
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
「
を
か
し
く
つ
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

ｋ
雌
に
よ
る
料
理
識
習
会
が
Ⅲ
催
さ
れ
ま

し
た
。

町
内
の
渡
姉
ら
ニ
ト
．
－
．
人
が
参
加
し
、

ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
柿
宇
化
料

理
長
に
よ
る
丁
蛎
な
指
導
で
、
，
中
標
津
川

の
特
産
物
で
あ
る
牛
乳
と
じ
ゃ
が
い
も
を

使
っ
た
、
カ
キ
と
じ
ゃ
が
い
も
の
チ
ャ
ウ

ダ
ー
、
ポ
ム
・
バ
イ
ロ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
の

家
庭
で
作
ら
れ
る
ポ
テ
ト
グ
ラ
タ
ン
）
、
紅

茶
牛
乳
の
ム
ー
ス
の
三
品
を
学
び
ま
し
た
。

ど
の
料
理
も
家
庭
で
作
れ
そ
う
だ
と
い
う

猟
で
、
料
理
長
の
税
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

メ
モ
に
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に
開
き
い
っ

て
い
ま
し
た
。

料
理
終
ｒ
後
は
、
出
来
上
が
っ
た
料
理

が
出
さ
れ
、
試
食
し
た
参
加
希
は
「
お
い

し
い
」
と
毒
ん
で
い
ま
し
た
。
と
て
も
好

評
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

週

iIIlL闘
一

:霧iiml111111111
■■■▲■▲▲■▲■■▲■■■｡二■｡■■■■■■の●■，■■■■●■●●■■ら■■■■●●ニー●■■●■■●■●■■■●■■●■■．●■●●■■▲￣■ロ●▲■■■

lIliHiii1曇|iii鑿ル
涼

鐘
一
芦

轤
議

ロ
一
四
戸
一
宇部員間の親睦を

深めました。

侘‘ ｒョ

肥
鯉

鴬Ｄ
 

Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
 

I 

▼ 

Ｏ青年部親睦ボウリング大会

ＪＩＬ 
｢ 

曇
111Ｍ 

しと標熱＝加｜)Ⅱ時グｎ
ｌＩＩ１二準１J｜成た氏ilkliilヒゲし:ｌｉｌｉｌ；二大会Ｉｌｉ

ﾐ織優''‘識。が父の’、''さ卜金主箙優はそ部結ム｜ｻ１はれ分が催部
位勝勝｜j':勝勝次れが采卜体、まよ三にし

のぞ゛、１城部しり）］よク
笠上佐俵、１１’１１皿れＩｌﾊﾟ|［Ｊ１タヒ貝たウトるり
原ケ藤砺'Md標リ優人ｉイミルｌｌＭ、そ｡．ｌｉ親エ
バ１Ｊ父父ｉｌＬで勝で優で人}ウ１１膝１

版利洋部部文すには勝ｉｉｌｌｉｆｌｉポ、ポシ
I＃(iミ之部｡椰佐になに人ウ’1急ウヨ
氏氏氏ざ藤はわよがﾙ前ﾘﾝ

ま齢’１１オしる参で．‐トン委
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機構図と職員配置図
平成１２年４月１日現任

(主任)今野穀（係)瀧場幾久栄､吉川茂美､尼崎啓
櫻井奈津紀(正）（雌)吉田一

－|管理疋算課長Ｈ管理祗算係長

西+;瀧一金子共-

-|管理部長トィ金融課長Ｉ－ｌ金融係長｜
純信奥ロ哲課長兼務

‘蝋驫}【熊’

〈係)石橋11((雄､笹岡Ｆ１恵子､小川あゆみ､石塚莫此阿部春美
背木渉

(係)竹内剛（准)大熊志帆

(主圧)堀田敏男〈係)千案亘子

＋繼濡譲長邑徽鷺鬮綴靴…詞(……綾
一|組織広報係長|(係)大野幸

~|営農部長卜１経営企画課長卜長内悟

畑義玖部長】鰯一|基盤整備係長（係)真野繩一郎
北消禎之

」……H謙譲譲驫'殿):崎iiiごr蝋鐘臘迄(係)…大内１W隙

-|農産係長|(係>久保田裕一､高橋将志(11Z）（唯)藤lHiW幸､山口耕治

一|農産販売課長卜艮渕義男

佐藤徽一'繼藤樋…'鯛霧繁[幽伽(縢)檬川麟広冨闘正夫剛'剛【掴
奥野隆､小松一男

一|酪農係長|(主任)渡辺秋男（係>蝦名菊美､橋詰仁美(肥）
山田勝二

‐|酪農課長トー|乳製品工場係長|(係)渡辺滴（唯>iiFi水俊輔･ｲﾐ'H正則
熊正初出課長雑務

－１生産部長卜-|流通促進係長|(主任)白井守（係)肥部寛昭

宿、惑一諜艮雛務
（乳牛担当](主|E)裏地勝信（係)永島一男､土井上裕二

‐|畜産係長|(肉牛担当](係)小田直紀（准)渡部留美･小玉聡

－，畜産販売課長卜大贋憲明ｉ経理担当](主任)池田めぐみ（係)本多可奈子(jH）
耐攪繼‐'肉牛ｾﾝﾀｰ係長'|澱懸露蕊為園序騎'麟

糾長轆箭

［生産資材担当](主圧)片岡義仁､安斉雅幸（係)天野純
一|生産資材係長|[巡回修理担当](主任>朧々木修（係)保科修

-,購買部長Ｈ営農資材課長卜高取邦男［経理担当］（係)'f'中奥由美小田美佳合弁佑美('E）

i鯛泓迩恢倉勵I《-,綣諭所係長'|鯛認際蝿灘鰄篭蝋雛鰯端魔
（所長)阿部好則太田由紀､末田典之

-,生活部長Ｈ生震店繍課長Ｈ店鰄係長'(撫纐鰄鱒/h,抽艤樹圏膿巳佐藤櫟
illLmilli和後藤正之今井敏一田Ilj俊光､伊藤強､佐藤(薗恵､秋山計行(Ⅱ』）

宮田義男（准)藤|Ｈ史､山本修子､外舘尚美林映子､飯島択替
黒川義紀.安部和美.一木干爆｣笘藤麻奈未､投下彰子
谷向美鈴､伊藤(11江.宝正雄､大野真続櫻井美津子
栗野希美､宮野和美

ゴ理事会｜

上村Ⅲ光(営農委阯長）

土井上信一(生産委口長）
藤井美哲夫(管理職賀委員長）
川村h1i身

中村敏夫
艮正路刑
杏溌理

「可

|企画会議｝

－|組合長Ｈ参事}ｌ
高橋勝義南出昭艇

一|副組合長
中司抵雄

律守

司監事会｜

渡遥苦行(代喪監事）
土井上昭労
瀧ヶ平雄明

正職貝１０４名

准職貝３３名
台計１３７名

【機摘改革】

1．生産部、農産版売灘、澱粉工場係を廃止し、生産部、農産販売課
磯産施設係を新設

2．生産部、帝魔販売課．牛乳ili流係、肉牛消流係を畜産係に統合
3．脳YY部．哲殿資材課、賛材店鋪係を廃止

太字＝移動･昇格音
(正)＝正職員,(新)＝新採卵
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平成12年度

町営iljI場夏期放牧
希望牛の取りまとめ

蝿繊で7iiiこ鰐鴬下

;i鱗;感ｉｉｉ
壌筑LMi21jii艀ｊｉ
製識iii鯛茉元詩

に羅鰍if蝿催帆功

「記のとおり|)M陽台牧場の人牧をｆだしており

ますので、人牧を希望される農家は''１棟瀧|[１J役

場,114林課畜産係、または'Ⅱ]・憐牧場までご辿絲願

います。

●入牧受入れ牧場中標津町営牧場

●取りまとめ期日平成12年４月24日(月)迄

,難しい案内については、［'１機il1l1lJ役場農林,;M帯

産係、または'１N賜台牧場までご連絡願います゜

農林帯潅係１齢ｉ３－３１１１

ＦＡＸ３－５３３３ 

llI陽台牧場１E話'１－２２６８

ＦＡＸ`1－２２６８ 
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第
十
三
回
理
事
会
の
経
過

ノし八ヒノ《Ｊ１１１リ－．へ１)}１１)Ｍ
て、、、い、、産、廃、憩、改、決ＩＩＭＩｉｉ１
１１税職て１丘「１ので１１２乳室’１１近ｊ１ｒ議場１１
的効典成ＬＬ綴んに質附会に貨事所１１『
祇呆の卜謙’二粉つ改腸瀧つ幣項
ウユ会」9１一定値」二い稗装室い禿ｖ’１’、Ｉｚ
金計末ｆＦの却場て共読攻て行標成
悴の手度ソミ及Ｉｌｊｌ１ｊｉｉのびに津卜
理導、'１収施ぴ編会職Air１１：１１１Ｊ＝
要人に支手処擢奨税紺う農年
領につ決l11ri分lillj励に’1iｂ魂協二
のついｉ;ij二仁に１＃金つ勝金’１１）ｌ
改いて兄つつ巣炎い所川会Ｚ
Ｉ１ミて込いい外付て112紬，讃}
にみててＷｉｌ要ぴ機篭几
つに筵領に器Ⅱ
いつ盗のⅡ(の

S月の組合曰誌

1日第６回農協酪対役員会

農業所得税申告作業～１５日

2日第１２回理事会理事

6日農水省乳製品課意見交換会乳製

7日第１２回青年部役員会年部役

9日第６回熟年会役員会回|熟
白＝尹凸目

乳牛改良同志会役員会改良 会投同 二と｜‐トート１．卜｜‐卜十トト
トトい)Ｌ約八約して六Ｉｆ１ＬにｌＪＬ１］ｆこいＨ‐つ
、て、に、に、、付、つ、＿、て、、い１２
，谷「つ憐つタ受対１乞い下策平旅役て成
で祁戒い農いイｌＷｉ象成て成一成１１（典ト
ん蜜１・て麦てヤリ}Ｉ杵卜｜‐にＩ、’1１１一
粉金二材チ移に己二つ二笈酬年
1二のイ１２課ェ’111【っイドイ１２ぃ年１１（瀞度
場ｉｌＩｉ度パン技い度度て度弁,識組
ilj人」'１ソジ術て帯各各ＩｉＸ会イヤ
締［'１文。ャ料瀧極部ルＡのｔｉ
ｌ艦込】宅ンの環ｉｉｌｉの程瀞の
Ｍｉみｉｉｉ：のの改境肋、！＃の［'１加
1Fに；Ｉリリ定リ』ｌｌＬ業改に人
業つlｌｌｉｌに業計疋つ状
のいにススつス！;｝ｌＩｌｉｉＩこい況
爽てつ槌契いのlIlil冊ってに

１０日地区別懇談会（第二俣落・西談

竹、中標津、俣落地区〕 〆壺ﾐ､

女’性部役員選考委員会貝

１１日地区別懇談会（開陽、俵橋地

区

12日第９回営農委員会

１３日地区別懇談会（武佐、当幌地

区）

１７日役員報酬審議会

第13回青年部役員会

21日第１回青年部新三役会

22日第47回女l生部通常総会女Ｉ

23日第10回営農委員会 二二ヘー‐一一－
，途、、協｝}て｜・の卜つ十にＩｒｌｉｉｌの海卜施
lillll成１丘地議ノし八し改六いⅡ↑卜｜几Ｉ付三参ｊｉｉ二に
針１記成｜Ｘ事、、、１１２、て、う、、|＃、加野、↑卜
臘念｜‐別項，|下酪でに業農ｌＪｉＴ業膿に紫ノくう
ｆｉｉ１ｌｆ＝懇、／務艇んつ務艦務成に脇つ'１２恨廃
の染ｆ'二談）ﾘ「労粉い機力Ⅱｉｉｋｌ‐つイ『い雌’１１１１菜
１１に度会のＩｉＩＩ［てＩＩＷｉ｜：征一ぃハて安格業
篠つ′Ｉｚの恥Ⅱゲ上勝変施にイ１２てイ定安粁
一ぃ乳ｉ：簗’'１］H1史設っ度ブ変だの
Ⅱ昨てり；なにの礎にのい）1Ｗラ金雅選
lｌＭ雌葱つ，ilUの件ｉｌｌｉて与イ逝企定
ii;ｌｌｌＩｔ兄い代礎う助税ン成仁に

卜にてに１１２職金紬ミ’'１係つ
～グ

に〃つつにiliI1返税ル業るい
つトいいつ川,Ｌ遮術力些司て
ぃンててぃ稗に］宅へ北

24日女1主部研修会

企画会議

25日中標津ジュニアホルスタイン

定期総会

27日第10回生産委員会 ￣＄ 

第１回青年部新旧役員会

28日第７回管理購買委員会

しょ識馬鈴しょ栽培講習会

29日第13回理事会第1３

トトノＬ八Ｌ六１i、ＩＪｑ三へ
Ｉ１．い、鈴、、ｉｌり゛，i,'ｉ、、、、発、の、報て
余、て艇しで′|を乳良迩１２札岐人''三嵩’'’１２告
|ﾀﾞｌ１Ｉｌｌ協よん乳ｆＩｒ髄動成′|、近’：に崎ｉ１ｒ成事
の標ｉｉｉｊ遮粉′|Ｉの乳結卜Ｈｊｎの授つ！}（状１項
攻ｉｌｌ給送１：厳ﾖﾘＪ′１２％しと数繁Ｍｌｉいにルｌｌ－ｖ
ｌＥ１１１「１１１１，;１場状状Ｉ堰（ニイド，ｉＭ殖１１’ておに年
に膿）ﾘｒ１１１ｉｌｉｌｊ況仁のつ度代状：1１けつ［叉
つ龍のに綱につ惟い帝に況地るい艇
い膿ノノつについ進て雄つに隆牛て雄
て付ｌｆｉｊい↑|§いてに物いつのの所
栃性てうてお政てい変司１１；
１１:とでけ策て史’１脱
化ｉｌｌＬんろに蹄
盗｝匹ＩH１、’1mつ疫ｉｌ１ｊ
命にⅡ１成格いＬｌｆ
ｐｆっ,！；分興ての税
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24線19号丁字路の小川の土橋が欠壌し

たので、部落総出で復旧作業をしてい

るところ（開陽台に向かう観光道路の

入口)。

この時は、誰も舗装され観光道路にな

ろうとは患はなかった。
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